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漫画の突破口を開く 

小山一行(東京) 

創作は、その表現形式が所有する必然 
的な制約との戦いである。近代の漫画(と 
いう呼び方が適当かどうか)に於て、手 
塚治虫以後その戦いを敢ぇて強行し得た 
作家が果して何人居ただろうか-〇 

僕 a 、 漫画の可能性に一つの 突破口を 
開いた一人として、つげ義春をあげたい0 
「紅い花」は、「山椒魚」 から 「海辺 
の叙景」.に至る一連の作品の中に受げ継 
がれてきたつげ義春の世界の、 結晶とも 
いうべき作品である。 

漫画と文学とを比較する事が、， どれ 程 
の意味を持つか僕は知らないが、「紅い 
花」のフアウストシ ー ンを読んで、僕の 


脳裏をかすめた のは、 漱石の「草枕」で 
あった。そして、その考えは、読み進む 
につれて確か さを 増して 行った。僕 i、 
この作品が、山村の一少女の 性への 目覚 
めを描いたものである といぅ 事には、さ 
ほど興味はなぃ。唯、この少女の持つ不 
可思議な美しさに心を魅かれ、この 様な 
前人未踏の主題を、かくも明僚に視覚化 
し得た作者の力量に敬服す るのみで ある。 

作者はこの作品の中で、 全く東洋 的静 
観の立場から々 キクチサヨコ"と"シシ 
デンの マサジ "を 見ている。そして、そ 
れがこの少女を 限りなく美しくしている 
原因の|つであろぅ。 文学に於て「東洋」 

を書き得た数少ぃ作家の| 人として、 漱 
石を あげることができるとすれば、 rs 画 
に於て 「東洋」 を描き得た唯一の 作家と 
して、つげ 義 春の名を あげる のは 盲険で 
は あるまい。 

つげ義春 にと って「東洋」 とは 「静観」 

の 世界で あり、そこから生まれる感情が、 
登場人物 に対する限りない愛着となるの 
であ" f 。 •「山椒魚」では まだ 内閉的であ 
った解脱の世界は「峠の 犬」 では 孤独な 
犬に対する愛情となり、この「江い花」 

に至って 初めて〃 人間〃に対する愛着と 
なるのである 。そして、この j 人間 こ 
対する「非人情」 的 愛は、「西部田村事 
件」では丄層明確に なっている。 

低迷を 云々 される 現今の 漫画界に於て、 
つげ義春の存在は I つの救いで ある。僕 
は漫画という表現形式の 伝統的制約を 
脱して、新たな世界を創りあげたつげ義 


春の未来に、心より期待を寄せるのであ 
る。 

〃難解" という評について 

井上耕(東京) 

マンガという、体制の文化組織化の盲 
点であり、かつ極めて大衆性豊かな伝達 
手段を使って、ぬっぺらぼうな現代日本 
の福祉大衆社会にゲリラ攻撃—いやこれ 
こそ正規戦かも知れませんが I をかける 
ものと して' 「ガ ロ」を評価してきまし 
た。十二月号の読者サロンを読み、とじ 
込みの読者調査用の葉書を拝見して、そ 
の様なものであったろう「ガローの編集 
方針が、方法的に、つまりどの様な作品 
を載せて行くかという点に於て、ゆり ； e 
かされたように感じましたので、現方針 
支持の 援護 射撃を行ないたいと思います。 
N . s . K 従業員一同さま、もう一度 
「ガ ロ」創刊号から最近号迄を読み返し 
ていただきたいのです。なる程、新人作 
家特に.入選作と称するものに於てつまら 
ない、ほんの思いつきだけで書いた様に 
見えるものが、 いくらか 見受けられます0 
しかし 翁体と しての 質の高まりは、独創 
的なマンガ作家達—楠勝平•つげ義春. 

永島憤二.池上遼一•滝田ゆう•勝又進 
氏等—の活躍によって圧到的なものと成 
って来ているのではないでしようか。確 
かに、これらの作品は、時に非常に難解 
です。しかし、「ガ ロ」 の作家諸氏が、 
つい最近迄は、手塚治虫氏程度の達成がそ 


の最高峰であったマンガというジャンル 
.を駆使して、この不合理かつ複雑極まる 
現代の社会と人間に真向い、その中から 
ぎりぎりの真実という得がたいものを摑 
み出- L てこようとする以上、表現が難解 
となるのもまた仕方のないことではなレ 
でしようか。 どうぞ 難解だな どと 投げ出 
さず、少なくとも百五十円分だけは、読 
み返してみて下さい。例えば10月号のつ 
げ氏の「紅い花」。清冽な山の河に、峠 
の茶屋に.一人住む少女の体からあふれな 
がれる紅い花はなんと美しいではありま 
せんか。山腹の草原を少女を背負って下 
る少年の姿と、「眠れや」という彼の言 
葉には、僕らをしんから感動させる何か 
が在るのではないでしようか。それらは、 
一人の人間が成長するのを目にする時の 
喜び、或は、人間の真の連帯を見る時の 
感動な どと 解説をつけては、つまり分り 
易く書いてしまっては、失われてしまう、 
稀な真実に満ちています。また8月号所 
載の池上氏の「夏」を読み返してみて下 
さい。石原慎太郎君がほざく様に、今 B 
僕らはベトナムの血をすすって生きる事 
を押しつけられ、それを受容して口ます。 
僕らは 数々 の 平和運動 にもかかわらず、 
ベトナムの殺戮を止め得ません。ベトナ 
ムは、僕らの無恥、怯懦、腐敗の 集中 的. 
な現れとしてそこにあります。この様な 
現実を心に置いて、 「夏」 を読めば、その 
暑さと、僕らの外部にわき、そして飛ぶ 
繩ばかりでなく、まさに僕らの内部から 
発生し、僕と少女との愛をも不可能にす 
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る繩の意味は、深く、日常意識を根底か 
らひつくり返すものとして、のしかかつ 
てくるのではないで しよう か。 たこ=- 
野氏にひと言、主に新人作家についての 
御意見だと思いますが、同感です。 佐々 
冰マキ氏を除いて、新人にはどうも 良い 
所力ないようです。しかし、つげ氏の® 
業少年雑誌時代、楠氏の忍法秘話時代 か 
ら読み知ってい-る僕には、どうもそう性 
急には責められないように思えます。作 
者が真の感動を読者に伝え得るためには、 
作者が自身の生を真剣に生き.抜く ことに 
よって、身にしみついた彼自身の テ— マ 
を掴み取ってこねばなりません。多くが 
若い人達であろう彼ら全員に、そこ迄要 
求するのは 無理と 思います。新人の 成長 
を助け、暖く見守ろうとする「ガ ロ」醺 
集部に敬意を払おうではありません か。 

以上いささか「ガ ロ」 を褒め上げすぎ 
たようですが、「悪貨は良貨を駆逐する」 
資本主義社会の法則と、， I 億総白痴化を 
めざす体制の文化政策に抗して、良貨を 
送り続ける「ガロ」の提灯を持った I 席 
です。お粗末さま。 

「ガ ロ」 に見る"もののあわれ" 

川越良子 (鹿児島. 16 歳) 

-ガロ」十二月号の川野緑さんによる 
-ガロ」についての感想を最初は黙って 
読んでいったのですが、徐々にただなら 
ぬ憤りを感じました。彼女が全然まつた 
くわからないといつたのは、どの作品を 


さして、言ったのでしよ 

うか。「カムィ 
伝」と「水木しげるマンガ」以外は読め 
ないですって V . この方はいくつなので 
しよう。私は十六歳ですが、その年なり 
に解釈して消化し得ました。つまりあな 
たは読みが浅かったのではありませんか。 

全然読めないマンガ(あなたはこう言 
っておられます)の作品は、あなたに理 
解してもらいたい と、 それな〇の意図を 
もって描いているのです。あなたはそ ix 
を受容する立場にある人のはずです。ま 
だ新芽に向って大木になれとは、あなた 
は-ガロ」の愛読者ではありません。作 
者の意図からエスケープして意味をとっ 
てしま〇たのでしよう。 

•私は高校生ですが、「ガロ」には、こ 
の高校 I 年という、いえ高校生、広い意 
味の思春期の男女ならば、だれもが この 
「ガロ」に感動し、また空虚な気持ちの 
我々の心情をさらに一層さびしく さま 
す。具体的に言うならば、普通の少年少 
女雑誌の感動は実に美しいものです。ま 
た実に心に残るものです。しかしこの芸 
術的ヒユーマン ラィフ 作品ではそんな感 
動はありません。空虚惑、無常感もしく 
は無情感の流れです *0 

「ガロ」を読み終え たと きの亀裂には 
まりこんだよ、.っな心情は言い表わし難い 
ものです。古典的に言い換えるならば* 
もののあわれ* そういう ものにつながり 
を持つと思うのです。確かに古典文学で 
は娱楽的感動はありません。暗中模索的 
読後感で徐々にその意味を理解し、吸収 


していくのです。わたしは鴨長明の「方 
丈記」を非常に愛しています。 さきに 「ガ 
口 」； i 無常感が あると 書きましたが、そ_ 
ういう意味でなのです0 

秀れて面白い新人作品 

松野しげる(大阪) 

最近のヵムィ 伝には 全く 目を覆いた く 
なる。絵自体の質の底下には、まず 目を 
つむるとしても、その図式主義的•原則 
主義的なストーリーの展開にはがまんな 
らない。実にクソリアリズムの残骸を押 
しつけられ^ようでいやである。主人公 
を あまり理想化し、原則に 解消す ると、そ 
の作品はつまらなくなる。 

この種の作品は『現実の諸関係の忠実 
な描写によって、その上にかぶ さっ. てい 
る因襲的な幻想をひきさき、ブル ジョア 
世界の楽 «. 主義をぐらつかせ、現存する 
ものの永遠の正当性に対する疑惑 感をさ 
けがたいものとするならば、直接解決を 
与ぇないでも、いや' 事情によっては、 
自らの目に見ぇて党派的立場を とらない 
でも、その使命が完全に果 される のです。 

<エンゲルス、 ミンナ.ヵウッキ1への 

手紙》』 二の視点を失うと、芸術は手 
段としてのみ用いられ、無内容と なる で 
あろう。 

しかしながら、他の新人には秀れてお 
もしろい 作品が多い。今の所、| 般 的に 
言って白土、水木以外は殆んどすベそが 
おもしろい のでは なかろうか？. つりた 


氏《この人が女性とは信じられぬ》' つ 
げ氏，たきた氏 etc 、 とりわけつりた氏 
はすぐれている。つげ氏の「山椒魚」は 
楽しかった。 カ フカの 「変身」 のモ チー 
フに類似しておりリアルである。永島氏 
の「仮面」1±、おそらくガロ中最高傑作 
の一つではなかろうか。資本主義体制下 
.に於ける人間の自己疎外と、それを止揚 
する方向とをまざまざと見せつけら11た0 
つりた氏《本当に女性か？》のシニカル 
なマンガにはギクリとさせられる。生き 
るための闘争'.あかき、ジンロク•ナン 
センス etc に終始一貫してる カミュ的、 
おそらくは白土氏と対極をなす、水木に 
似たセンスの持ち主である。氏のマンガ 
はおがわ氏の道徳主義的、スコラ的禁欲 
主義者のバカ正直マンガょりは、どれだ 
け説得力があるか判らぬ。サド的リアリ 
ズムに通ずるのではなかろうか。 

大学生勝又クンにはもっとハッスルし 
て欲しい。ベ平連的'市民主義的反逆は 
幻想であろう。 

最後に、12月号の日本醬油協会従業員 
の方々へ。自分の範囲で理解して、.作品 
に文句を いうのは 自由で あろうが、それ 
が「常に|般的 であるとは かぎらない」 
ことも 理解すべき ではなかろうか？ 
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作•佐々木守 

え•岡本颯子 


読者へのお詫び 

実に ぼく個人の勝手な 都 <f 口にょり、 十 
月 号をとばし、更に十二月 号と一月号を 
休載 さ弋 てしまつたことを、読者の皆 さ 
んと 編集部に深くお詫びいた します。 

一つはぼぐの所属する創造社が「無理 
心中•日本の 夏」 「絞死刑」 とつづけて 
二本の 映画 製作に突入す る ことになつた 
からです。二本とも大島渚 監督 作 口 Bfr で、 
前者はすでに封切られていますが、後者 
の:- I 絞 死刑」は、 この 本が お 手 もとに届 
くころ には、 おそらくクランクアップ、 
完成して おり、' 一九六八年の二月に、ア 
- トシ ァター系で全国封切され る 予定で 
す ア—シア タ—といえば、-. .一^ A 七 
年の二月、「忍者武芸帳」を 公開し、皆 さ 
ん方のおかげで大 ヒットと な：たのです 
が 一年たつた二月に、また「絞死刑, 

を封切ることになつたものです。 

「絞死刑」.は、小松川事件と して有名 
な、 一 朝鮮人 少年李珍宇の小松川高校の 
女高生殺しを扱つたも'のです。李君は死 
刑の判決を言い渡され、仙台の宮城 拘置 
所ですでに死刑を執行され てし ま 

いまし 

たがぼくたちはこの事件を、単に朝鮮 
人問題という視点からだけでなく、死刑 


の 問題、 ひい<ては国家権力にょる 人間の 
抹殺の 問.題として取り上げました.〇 

集められる限りの資料に もとブ いてつ 
くりあげた死刑執行場は、 おそらくほと 
んどはじめて公けにされる正確な刑場で 
ぁろうと思います。「忍者武芸帳」 の 公 
開を 御 支援下さった読者諸氏の、再びの 
御 声援をお願いいたします。 

お^びが宣伝と一緒になってし まい■ま 
したが、ぼくが「日本忍法伝」.の執筆を 
なまけたもふ1つの理由は、あるテレビ 
の仕事のため：バンコック、 ネパー ル、 
ィンドセィロンと海外を まわつ ていた 
ことにもあります。 ネパー ルのホテルの 
窓からは、はるかにそびえる ヒマラヤの 
山々が見えていました。その山をこえた 
彼方、そこ.がいわば「日本忍法伝」.のま 
ぼろしの舞台でもある騎馬.民族の 活躍 L 
た大乎原であることを想う とき、いさ さ 
か感無量でありました。 

お詫びが、結果的に調子のいい話にな 
つてしまいました が、 今後、このような 
ふ ざまなことにならないことを、 読者の 
皆さん並びに編集部にお約束し. て、訢た 
な 気持で「日本忍法 伝」をつづけ'て h き 
たいと思います。 

ほんとうに申しわけありませんで したで 


.前回までの梗概 

四世紀の前後、満蒙、北シナ方面に大 
活躍した東北アジアの騎馬民族は' やが 
て朝鮮半島を席巻し、怒濤の如く日本列 
島へ侵入した。 

当時の日本は、出雲大社を 中心とした 
農耕民族(出雲族)にょって、のどかで 
豊かな銅鐸文化の国であったが' 自由に 
馬をのりこなし、大陸での闘いになれ、 
圧倒的な武器を持つ騎馬民族のため、出 
雲 族はまたたくぅちに 握を奪われ、長、 
流浪の旅にのぼった。 

朝鮮に政権をもっている騎馬民族は、 
かつて四 世紀 中半、日本にも 新たなる征 
服王朝をぅちたて、大和朝廷と名のっ た。 

そして二百年——、大和朝廷は、日本 
古来の民族であると歴史を偽り、人民を 
瞞着して' その支 se ' を畿内から九州、そ 


して 東北へと広めつつ あつた。しかし、 

そのシャーマニズ厶信仰に反対する出雲 
族は、全国各地にちらばって、銅鐸を守 
りつついつか再びあの白雲八雲たつ出雲一 
へかえる日を虎視たんたんと狙つていた。32 
だが、大和朝廷の弾圧は 日々 にはげ しく、.一 
かくれすむ出雲族は、|つまた|つと討 
ち滅され、恭順を誓わせられ、 やがて、 
その子孫たちさえ自らが出雲族で あるこ 
とを忘れょぅとしている頃、聖徳太子に 
つかえた忍者•鳥の息子•弓月は' ふと 
したことから、銅鐸のもつ妙なる音色に 
心をひかれ、とらわれの出雲族の女•玉 
摘に恋を感じる身となつた。 

. その玉櫛は、大和朝廷の秘密軍隊•能 
登軍団の隊長•白布の思い女で あっ 卜、が' 
大化改新の乱をきつかけとして弓月と玉 
櫛は結ばれる。しかし二人が 結ばれるま 
でには、飛驛にかくれた出雲族の娘.若 
菜が弓月の子を生んで死ぬといぅ悲劇が 





あった。玉櫛は若菜の子を背負って、弓 
月と行を共にする。 

六四五年、自らの勢力伸長を計った 蘇 
我氏は、出雲族数千と手を結び、大和朝 
廷に反乱をくわだてたが、中大兄皇子と 
秘密軍隊•能登軍団のために、あえなく 
馬子、入鹿が殺されて、ここに騎馬民族 
の日本支配は I 応の完成を見たかに思え 
た。ぅたがいもなく、大化改新と)は中大 
兄皇子を中心とする騎馬民族の服王朝 
が、その基礎固めのために行なった軍事 
クーデタ—であつたのだ。 

しかし、破れた出雲族は、弓月を中心 
に北へのがれ、そこで蝦夷の I 団と合流 
する。そして共に追われもの同志団結し 
て大和 It ' 廷に対抗すべく、更に北へ向か 

った。 

I 方、出雲族と蝦夷の連合軍に、生ま 
れてはじめての敗北を喫した能登軍団の 
白布は、飛鳥の町で悶々の日を送ってい 
たが、そこで妖しい美しさをふりま'く女 
•額田王を知る。額田王こそ、中大兄の 
弟•大海人皇子の恋人であったが、天性 
娼婦である彼女は、中大兄にもまた身を 
まかせていた。 

かくて、どす ぐろ い渦が飛鳥の都にた 
ちこめる頃、中大兄は、阿部比羅夫を隊 
長とし、白布を副隊長とする 蝦夷討伐軍 
を北へ向かつて派 S しよぅとしていた. 0 


第二十 I 章 北の挽歌 


「清麻呂、清麻呂」 

王櫛は忙しげに立ち働く人々の間 
をかきわけるようにして歩いた。 

「清麻呂、清麻呂」 ' 

贈 B , の浦(現在の土崎港あたり) 

は雄物川の河口にあたる。春四月 
蝦夷と出雲族とを問わず、，働ける男 
女はすべてこの浦に出て働いている。 
木を伐るもの、葛を結ぶもの、木を 
けずるもの…：.〇舟は一そう、また 
一そうセ出来上がっている。 

蝦夷と合流した出雲族は、いよ>>ノ 
よまだ見ぬ地、北海道へ渡るべく、 
ここで舟の準備をしていたのである。 
すでに&£;の栅'磐舟の栅と、大和 
朝廷の勢力は、現 t の新潟県から秋 
.田県まで人りこんでい.た。 

蝦夷の首領ワッカは、一度北の島 
、度り、そこで軍を ととのえて 大和 


へ攻めのぼる計画をたてた。そして、 
この舟づくりなのである。 

春四月、陰暦の四月は現在の五月 
から 六月にあたる。春おそい東北に 
もよう やく陽光が さしはじめ、 水ぬ 
るみ、すべての若葉が出そろってい 
た° 

男たちの軽口に女たちが笑い、子 
どもたちもまた一心に木をけずる。 

そのはちきれそうな喜びの中を玉 
櫛は歩む.。 

「清麻呂、清麻呂」 

清麻呂とは、若菜と弓月とめ間に 
生まれた.子どもの名である。 

「どうした、玉櫛」 

舟づくりの男たちの中から弓月が 
へ声をかける。蝦夷にならったのか、 
.剃らずにおいたひげが黒<たくまし 
くのびて、胸のあたりまでたれてい 
る。 

「»麻呂の姿が見えないんですよ」 


「あいつ、また川へでも角とりに 
行ったんじゃないのか」 

「いいえ、いつもいつているとこ 

ろにも姿は見えません」 

「気にするな、清麻呂ももう八つ、 
t まには自分で好き勝手に遊びまわ 
つてみたいのだろうよ」 


生さぬ仲どはいえ、生まれてすぐ 
に自分の手に抱きしめた清麻呂 を、 

玉 櫛 U 自分の本当の子以上に、いと 
しく 思っている。 

「お前のょうに、そういつでも自 
分のそば.においておきたがって は、 
清麻呂は女の子のょうになってしま 
うぞ J 

どっと 蝦夷の男たちが笑.った。そ 
ういえば子どもの頃からいれずみを 
して、五つにもなればもう1人前に 
魚とりをしたりする暇 夷の子にくら 
ベて、出雲族の子どもは色も 白く、 




ひょわに見えた。.酒をのむと男たち 
はいつもそう言つて笑うのだ。 

弓月のことばに玉櫛も苦笑する。' 
そう 言えば そうか も知.れない。あの 
子はいつも私と一緒だから、遊ぶの 
も女の子との場合が多く、性質もや 
さしい。そこのところがまた玉櫛に 
は、 ょりいと しく思われるのであつ 
たが……。 

玉櫛はふつと岬の岩の上の、小さ 
なほこらに黙礼すると、自分の仕事 
にもどつた。， 

岬のほこらに'は銅鐸がまつつてあ 
つた。たつた一つ'守りつづけてきた 
銅鐸が、日本海を見下ろす岩の上の 
小さなほこらにまつられている-ので 
ある0 

それは、かつて、出雲のわき上が 
る雲をのぞみつつ天にそびえていた 
出雲大社への、あがぬ郷愁のなせる 
わざだつたのかも知れない。 

そのほこらの中に、いま清麻呂は、 
いた。清麻呂は、いつも玉櫛や弓月 
や、そのほか大勢の人々がおいのり 
するこの銅の置物に一度さわってみ 
たくてたまらなかったのである。 

清麻呂は、 ひとり こつ そりと ほこ 


らの中へ入ると、栅をのりこえて銅 
鐸に近づき、もってきた木の棒で銅 
鐸をたたいた。 

コオオン とそれは小さなひひき 
を発した。 

きれいな音だ.な、 —— 清麻呂はも 
う一度たたく。コオオオン、コオオ 
ン、あんまり大きくたたくと、みん 
なに知れてあとで叱られるぞ。そう 
思ぃっっもう一度 . 。 

コオオオン . 

銅鐸の音の中で、「ゥフ 、フフ」 と 
いう少女の笑い声をきいて、清麻呂 I , 
はびっくりしてふ〇 かえった。 134 

そこにい たずらっぽい笑いをうか 一 
ベて立っていたのは、蝦夷の少女.ュ 
カラで ある。 ユカラは十三歳。いつ 
も玉櫛のところへ来て織物や縫物を 
習っていた。蝦夷の十三歳は、そ"ろ 
そろお嫁にいく年なのである。玉櫛 
のと ころへ来ながら、ユカラは清麻 
呂の子守りもょくしてくれた。だか 
ら清麻呂はユカラを大好きなのであ 
る0 - 

「庸麻呂、神さまにそんなことを 
したら、みんなに叱られるわ」 

「ユカラ、つげ口するのか」 








「そうね、どうしようかしら」 
「つげ口するならしたつていいよ、 
そのかわり、ユカラはおしゃべりだ 
ってみんなに言いふらしてやるから」 

「平気ょ」 

「そしたら、男たちは誰もユカラ 
なんかお嫁にしないぞ」 

「清麻呂/.」 

ユカラはふざけて清麻呂の頭をコ 
ツンとぶつ。 

「いいよ、そうなったら、おれが 
お嫁にしてやるから」 

「フフンだ。'そうなると困るから 
私はつげ口なんかしないわ」 

「ユカラ、おれが嫌い？」 

「バカね、さ、帰り ましょう」 
ユカラは、清麻呂の手をひいてほ 
こらの表へ出た。 

「ユカラ、おれが嫌い？」 

清麻呂はユカラを見上げてもう一 
度きく。 

「うん、そうだな、好きかな、でも 
いたずらするからちょっぴり 嫌い」 
しかしへ清麻呂の返事はない。 
清麻呂は、いま、目を細める よう 
にしてじっと沖を見つめているのだ0 
「ど、 つじたの？」 


「あれ.は何だ？」 

清麻呂は、はるかな沖を指さす。 

「なアに、 どれ'？」 

-ほら、あすこ、まるで魚の大群 
のような嵐のときの波のようなも 
のが見えるだろう。 

ユカラもじつと沖をみつめる。 

たしかに見える。しずかな波のは 
るか彼方に、ゆらゆらとゆらめくよ 
うに、まるで島のような、.怒濤のよ 
うな黒いものか見えるのた。 

「清麻呂/」 

ユカラの声がうわずった。 

「舟じゃないの、あれは」 

「バカ言つてら、あんなに たくさ 
んの舟なんて」 

「舟、舟よ、たしかに舟だ わ」 

ユカラは足の下の岩がにわかにく 
ずれるような目まいにおそわれた。 
舟だ、たしかに。それも五十や六十 
ではない。いや百そう以上、二百も 
いるかもしれない。 

\/ 

阿部比羅夫は、じっと近づく港を 
みつめて、大船団の一番前の舟のへ 
さきに立っている。 


越の国守であるからこそ編成でき 
た百八十そうの大船団である。比羅 
夫はだまっていても心から笑いがこ 
み上げてくる。 この. 日本でいま、百 
八十そうの船団を集める ことのでき 
るものが他にいるか。 

白布のバヵめ、能登から、陸路を 
たどりやがった。 

比羅夫が中大兄皇子に言ったとお 
り、能登軍団の隊長•白布は、比羅 
夫が征討軍の隊長になることに、は 
げしい反対を示した。しかし中大兄 
に一喝されるや、しぶしぶ能登まで 
副隊長として一緒に来たが、七尾の 
港に集まる大船団を目にするや、に 
わかに「おれは陸路をと、って、海と陸 
から奴らをはさみうちにするのだ- 

と言いの こして能登軍団の生きの 
こりを ひきいて、 さっと 立ち去って 
いったのであった。 

-お前など、 もう 来なくて もよ 

い。おれ一人で蝦夷と出雲族は うち 
とつてやるわ—— 

比羅夫はニッコリ笑いながら心で 
つぶやく。船はいよいよ解田の浦に 

近づいた。 

「闘いの用意/卜 
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浜で立ちさわぐ人々を見ながら、 
比羅 夫はどなった。 

百八十そうの舟の舷側には、矢を 
つかえた兵士がずらりと並ぶ0 
「矢に火をつけろ/」 

その矢の先端に火がつけられる。 
「うて/」 

一斉に火矢は、天をもこがす勢い 
となって、浦で建設中の船めがけて 
波の上をとんだ。 

浜一杯にひろげられていた材木は 
いま火矢をあびて、めらめらと燃え 
上がる。 

その黒煙を見つつ、比羅夫はさら 
に船を近づけていった。 

「あのほこらを うて/」 

比羅 夫は次に命令する。 

矢は八ラ八.ラと岩の上の ほこらへ 
向かってとんだ/ 

「ぉゃ」 

比羅夫のするどい目は、ほこらの 
かげから走り出した二人の 子どもを 
見つけた。 

清麻呂とユカラである。 

V)/ 

三 

/(\ 

「清麻呂 、'ユカ.ラ/」 


清麻呂は叫んでユヵラのからだに 
とりすがる。 

「にげろ、清麻呂/.」 

叫びつつ弓月は走る。 

火矢がほこらにつき立って、ほこ 
らも燃えはじめた。 

弓月は清麻呂を抱きかかえると、 
一気にほこらの中へとびこみ、銅鐸 
をもち出した。 

- これだけは燃えさせて、たまる 


.泣きさわぐ人々の中で、五櫛は.ぼ 
ぅ然と立ちすくんだ。 

雨と降る矢の中をかけてくる賓麻 
S とユ々ラを発見したのだ0 
~何/二人がどこに/.」 

弓月は叫ぶ と共に、もぅかけ出し 
ている。 : 

「清麻呂、ユカラ V .」 


見下ろす浜には、すでに軍船百八 
+.そうがのりつけ、武装した兵士た 
ちのもとに、男も女も煙の中を兆}げ 
まどつていた。 

「弓月……」 . 

ほこらのかげから、蝦夷の首領ワ 
ッカが出て来た。 

「残念だ」 

「ワッカ、泣くな、又、別の 時を 

#とう」 

「しかし . ：」 

「いいじゃないか。一応降参して 
この地にとどまり、力をたくわえる 
のだ」 

「弓月.」 

「ワッカ」 

二人はしっかりと手を結び合った。 

いつの日にか必ず^-二人は目と 

目でそう替いあったのだ。 

S. 

/{\ 

「蝦夷の首領ワッカ 0 大和朝廷へ. 
の恭順を? f うか」 

「_田の浦の神にかけて」 

「よし、されば、春と秋の二回、 
大和朝廷へ青物を寄せるがい、い。そ 
れがお前の恭順のしるしだ」 


そのとき、ユヵラの身体に矢がつ 
き立って、ユヵラがはね上が るよぅ 
にして倒れた。 
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「鰐田の浦の神にかけて」 
ワッヵは歯をくいしばって - Jt 羅夫 
のことばに答える。 

夜、かがり火の中で、蝦夷と出雲 
族は i まとめに座らされ、弓月が守 
った銅鐸はすでに比羅夫の手のうち 
に本った。 

今にみていろ。きっとその銅鐸を 
とりかえして、お前のひたいをこの 
砂にすりつけてやる。弓月も唇をか 
んでいた。 

と、いきなり、一かたまりになつ 
ている蝦夷と出雲族の中へ、雨のょ 
うな矢がとびこんできた。おどろく 
間もなくバタ八夕と倒れていく人々 
の上に、ドドッと迫る騎馬のひづめ 
の音があった。 

「能登軍団か」 

比羅夫がうめいた。. 

「白布か/.」 

弓月が立ち上がった。 

海岸の砂を巻き上げて、夜の魔物 
の 如く能 登軍団が迫る。 

「うてっうてっ、奴らを皆殺しに 
しろ/」 

叫んでいるのは先頭の白布にちが • 

^ C > C 

V な V 


「比羅夫、卑怯者/.これが貴様 
のやり方なのか」 

弓月はどなった。 

「ちがぅ/.これは白布が勝手に」 
こっるさい/- 

弓月は，一気にとんで白布の前に立. 

った。 

「ぐるか/ 白布」. 

「おお，. 弓月/こ 
白布の’剣がぅなりを生じて弓月の 
頭上をなぎ払う。一瞬身をしずめて 
.弓月は白布の馬の腹下へ入るや、力 
一杯そこを切りつける。 

棒立ちになった馬からとび下り匕 


白布ほ、そのまま弓月の背後へ剣を 
光らせる。 

「やめろ/」 

比羅夫がどなった。 

「比羅夫、殺せ/奴らを生かし 

ておくことはない」 

と、白布〇. 

「黙れ/彼らはすでに大和朝廷 
に恭順を誓ったのだ」 

「フン、信用できるものか」 

「白布、征討軍の隊長はわしだと 
いうことを 忘れるな」 

白布は、一瞬おそろしい顔で比羅 
夫をにらんだが、。ハツとふりかえる 


と、兵士を馬から ひきずりおろすょ 
うにしてその馬にとび 乗り、 かけ去 
ろうとし^。 

「どこへ ぃく」 - 
「おれの 勝手 だ」 

白布はみるみる遠ざかった。それ 
は焼けおちたほこらの方でぁった。 

弓月はふっといやな予感がして、 

人々の中をみまわした。そこには清， 
麻呂と玉櫛の姿はなかった。 

「しまつた」 

ほこらの 近く、 たしか 清 麻 呂と玉 
櫛はユカラの墓をつくってやってい一 
た。そうだ、 くそっ, 弓月は一散に137 

走った。 • T 

「まて、白 布/」 

が、時すでにおそかった。 

「弓月——っ一 

:絹を.さくょうな玉櫛の声と清麻呂. 

の泣き声。そ. L て……、 

「弓月、玉櫛は都へもらってゆく 
ぞ」 

という白布の声がひびいてきただ 
: b で、ぁとは日本海’の怒濤が空しく. 
岩をかんでいた。 

〇づく) 





私はかつて帝国陸軍の一員として 
南方の第一-線に従軍していた。 

いつ敵がくるやもしれず、というの 
で昼間は穴掘りにケンメィだった。 

芰は疲れてしまって、ょほどの事で 
ないと目が覚めない。私は生まれつ 
き眠りに弱かったから、特にそうだ 
った。 しかし その夜は目が覚めたの 
である。だが、その時はすでに大便 
が肛門のところまできていたから、 
夢中でそこにあった靴をはいて便所 
へ 猛進した。ょほどあわてたのであ 
ろう、私は足をふみはずして片足を 
糞の中につっこんでしまった。おり 
からの南方の猛暑のために水分が'蒸 
発してしまっているのだ。そこへ七 
〇キロの巨体でふんばった片足を蒋 
したのだ。すごい粘りはまるでつき 
たての餅の中にふみ込んだ心地だっ 
た。私はその時はじめて目が覚め、 
そしてあわてて- { i いた靴が班長殿の 
靴であった事に気づき驚いた。 

一体この班長殿の靴をどうしたらい 
いのだろう。ともかくこの 餅様の物 
体の中から靴をとりあげねばいけな 
いと思った。私は必死で、あり-つたけ 
の力をもつて餅に靴をとられないよ 


うに 注意しながら足をあげた。それ 
は想像以上の力を要した。 

闇夜に下をみると、まるで大きな 鏡 
餅の様にネットリとした糞があるで 
はないか。 

悪いことにそこは山上であり、水は 
飯おけにーパィあるだけだ〇た。 
夜空をながめてその時つくづく思っ 
た。本当に困つたとはこういうこと 

をいうのだろう、と . 〇 

私は仕方なく、粘着力の強いその餅 
をとる 作業にとりかかつた。が、ま 
るで 大きなチュウ4ンガムのように 
くっついてはなれないのだ。あわて 
た私はめし桶の水につけ.たが、きれ 
いにならない。班長の靴はやむなく 
ジャングルに投げ捨て、めし桶の水 
は捨てて寝た。 

朝五時に早くも点呼である。 全員 整 
列したのだが、班長は A 方の靴がど 
うしても みえないのであわてていた • 
私はめし桶のことが気になって落付 
かなかった。食事当番でもないのに 
山の下にある炊事小屋までめしを取 
りに ゆく事を申出たか断られた。 
飯が運ばれてきた。おおあのおそる 
べき «に山と入れられている'のだ。 


なにしろ水のない所だから桶を洗う 
ことは十日に一度しかない。' 

私はあわててめしを盛った。なるベ 
く中央の部分を盛り一番底の部分は 
普段とてもいじのわるい軍曹に盛っ 
てやつた。 

嗅いでみたが私の分は何ともなかっ 
た。が、軍曹の分はたしかにうすく 
色がついている様にみえた。 

南方のジャングルの中で、はげしい 
作業が続き、待望の食事になった。 

皆は嗅覚が、マヒしているらしく異状 
をうったえる者は誰もいない。， I 
おおこれでこの 糞 事件 も無事解決' か138 
と胸をなでおろしていると、軍曹が 一 
本部からかえってきた。 

「おい今朝は本部で食ってきた。お 
前食べて くれよ」 と肩をたたかれた。 
しまった/早く立去るべきであった 
と思ったが' 後のまつりである。 

当時、みな腹ペコだったからこんな 
ことは異常な親切といわねばならぬ 
のだ。食べなければよけいあやしま 
れる。私は事態を無事に平和的に 解 
決すべきだと考えて、カン衣ンのマ 
.ナコを とじ、 その糞飯をたべた。苦 
しみにもだえつ? . I 完 1 









